
 

 

令和３年度 

第３回西条市地域公共交通活性化協議会 

 

 

 

 

目 次 

 

【報告事項】 

１ 西条市地域公共交通活性化協議会委員の就任について（P１）  

２ 西条市地域公共交通網形成計画における評価指標の達成状況について（P１） 

 

【協議事項】 

１ 丹原地域デマンド型乗合タクシーの道路運送法第４条乗合許可運行への 

移行について（P４） 

２ 禎瑞線等のバス路線廃止に伴う代替交通手段の導入について（P１０） 



１ 

 

 

【報告事項】 

 

１ 西条市地域公共交通活性化協議会委員の就任について 

 

   第２回西条市地域公共交通活性化協議会（令和３年６月書面開催）以降、団体

等の役員改選等に伴い、以下の委員が新たに就任した。 

任期は、前任者の残任期間（令和４年３月３１日まで）とする。 

 

＜委員＞ 

機関・団体 
新  任 旧  任 

役職名 氏名  (委嘱日） 役職名 氏 名 

社会福祉法人西条

市社会福祉協議会 
会長 木藤 清 （6/25） 会長 越智 實一 

 

西条市連合自治会 

 

会長 難波江 覚 （7/6） 会長 髙橋 典正 

  ※委員名簿 Ｐ１３ 

 

 

 

 

２ 西条市地域公共交通網形成計画における評価指標の達成状況について 

 

西条市地域公共交通網形成計画に掲げた各目標の現状値のうち、実績値が未集

計のため第１回活性化協議会（令和３年５月書面開催）での報告が保留になって

いた「目標３ 日常的な公共交通利用の促進」及び「目標６ 行政負担の抑制」

について、集計が完了したので次のとおり報告する。 
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基本方針２ 新たな需要の掘り起こしによる公共交通の利用促進 

 

○目標３ 日常的な公共交通利用の促進 

【評価指標】市内バス路線の１日平均輸送人員と市内ＪＲ駅の１日平均乗車人 

員の合計 

【算出方法】市内バス路線１日平均輸送人員＋市内ＪＲ駅１日平均乗車人員 

【現状値】３，１３６人/日（平成３０年度） 

【目標値】現状維持 

    

 

 

 

目標３ 分析 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響で市内バス路線輸送人員及び市内ＪＲ駅乗車

人員が減少したことにより、指標値は前年度実績より減少した。 
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基本方針３ 持続可能な交通施策・運行体制の確立 

 

○目標６ 行政負担の抑制 

【評価指標】西条市の公共交通関連負担額 

【算出方法】毎年のバス事業者からの報告（補助申請額）及び担当課資料 

【現状値】１２７，６４４千円/年（平成３０年度） 

【目標値】現状維持 

 

 

 

目標６ 分析 

○ 新型コロナウィルス感染症の影響でバス利用者減少による収益減少により、路線

バス運行費補助金が増加したため、指標値は、昨年度実績より増加した。 
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【協議事項】 

 

１ 丹原地域デマンド型乗合タクシーの道路運送法第４条乗合許可運行への移行 

について 

 

平成３１年２月より道路運送法第２１条許可（実証運行）により運行を行っている

丹原地域デマンド型乗合タクシーについて、令和４年１月末をもって３年間の実証運

行期間が終了することから、同法第４条乗合許可による運行へ移行したい。 

なお、運行許可に関する申請手続きは、本協議会での承認後、運行事業者である有

限会社周桑丹原タクシーを申請主体として進めることとする。 

※ 道路運送法（抜粋）Ｐ１４ 

 

 

(1) 実証運行開始後の利用実績等について 

 

① 登録者数等 

 

 

○ 令和３年９月末日現在 内訳 

・丹原地域人口  １１，４４０人 

 

 

 

 

 

 



５ 

 

 

② 利用実績 

 

③ 運行経費 

 

④ 便ごとの利用目的及び利用状況 

○ ８：３０着周桑病院方面行便は、医療機関で降車する利用者が多く、通院目的

の利用が多かった。 

○ １１：３０発保井野・楠窪・千原方面行便は、医療機関で乗車する利用者が多

く、通院からの帰宅目的の利用が多かった。 

○ １４：３０着周桑病院方面行便は、利用が非常に少なかった。 

○ １６：３０発保井野・楠窪・千原方面行便は、公共施設で乗車する利用者（小

人）が多く、付近の学校からの帰宅目的の利用が多かった。 

〇桜樹地区（楠窪・千原等山間部）の利用は少なかった。 

 



６ 

 

 

(2) 利用者等の意見（令和３年９月聴取）   

 ・自宅の前まで迎えに来てくれるので非常に助かっている。 

 ・登録は最初だけであり、毎回の予約についても、特に面倒とは感じない。 

 ・病院の受診曜日が変わったので、今は使っていないが、また受診日が変わり、 

曜日が合えば利用したい。 

 ・帰りの便に時間が合わないがしょうがない。 

 ・よりそいタクシーが運行していない曜日は、バスや家族の送迎で出かけている。 

 ・親に免許返納させたいので登録したい。 

 

 

(3) 丹原地域デマンド型乗合タクシーの今後の運行について 

 実証運行における稼働率は、全体的に低調であったが、今後の高齢化の進展や高

齢者による免許返納が進みつつあること、また、本市においては、利用状況や収支

率に基づき路線再編方針を判定するバス路線見直しフローを令和２年度に作成し、

バス路線の再編を進めていくこと等から、自動車を運転できない高齢者等の移動手

段として重要性は増大していくと考えられる。よって、丹原地域デマンド型乗合タ

クシーについては、引き続き運行を行っていくものとする。 

 なお、運行内容については、実証運行の実績及び利用者等の意見、交通事業者と

の協議の結果、次のとおりとする。 

 

○ 運行方法 

・ 運行日、運行ダイヤ及び利用料金等、運行内容は実証運行時と同様とする。 

○ 利用登録者 

・ 現在の利用登録者は、本格運行移行後も維持する。（再登録等の手続きは不要。） 

○ 運行事業者 

・ 実証運行から引き続いて有限会社周桑丹原タクシーへ運行を委託する。 

 

 許可申請に係る運行内容は、次ページの「西条市丹原地域デマンド型乗合タクシー

運行計画（案）」のとおり。 
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丹原地域デマンド型乗合タクシー運行計画（案） 

 

１ 名称及び『愛称』 

丹原地域デマンド型乗合タクシー『丹原地域よりそいタクシー』 

 

２ 運行区域 

丹原地域内及びその区域から東予地域の一部施設を結ぶ区間 

※別紙「丹原地域デマンド型乗合タクシー運行区域図」のとおり 

 

３ 運行方法 

デマンド型乗合タクシー（予約制） 

※運行ダイヤ、指定された目的地を最短経路で結ぶ予約制の「乗り合い方式」 

 

４ 運行日 

毎週火曜日、水曜日  祝日・年末年始（１２/２９～１/３）運休 

※別紙「運行カレンダー」のとおり 

 

５ 運行ダイヤ 

 
周桑病院方面行 保井野・楠窪・千原方面行 

終点到着時刻 予約受付締切 起点出発時刻 予約受付締切 

１  ８：３０ 前日 16 時まで １１：３０ 1 時間前まで 

２ １４：３０ 3 時間前まで １６：３０ 1 時間前まで 

 

６ 乗降場所 

自宅付近及び乗降ポイント 

【乗降ポイント】  

医療機関  今井クリニック整形外科、いしづちやまクリニック、加藤整形外科、河野

内科、周桑病院、東予歯科、徳永歯科、中川診療所、中村内科胃腸科、平

田クリニック、福田医院、やまもと眼科クリニック、渡部病院  

商業施設  木村チェーン丹原店、周ちゃん広場、ダイキ周桑店、とうしょく丹原店、

フジ東予店、マルナカ東予店  

交通機関  壬生川駅、湯谷口バス停  

金融機関  伊予銀行丹原支店、愛媛銀行丹原支店、愛媛信用金庫丹原支店、周桑農協

本所  

郵便局  丹原郵便局  



８ 

 

 

公共施設  丹原総合支所、丹原体育館、丹原農村環境改善センター、丹原Ｂ＆Ｇ海洋

センター、丹原文化会館、東予総合支所、東予総合福祉センター、東予体

育館、桜樹公民館、田野公民館、徳田公民館、中川公民館  

 

７ 利用料金 

利用料金（１人１乗車につき） 

大人（中学生以上） 小人（小学生以下） 

５００円 ２５０円 

※未就学児は大人（保護者）１名につき１名無料 

 

８ 道路運送法第２１条及び第４条における運行 

期間 道路運送法 

平成３１年２月～令和４年１月 法第２１条による運行 

令和４年２月～ 法第４条による運行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



桜樹公民館

周ちゃん広場

平田クリニック

いしづちやまクリニック

マルナカ東予店
東予歯科

中村内科胃腸科
福田医院

愛媛銀行丹原支店

河野内科

徳田公民館

今井クリニック整形外科

渡部病院

木村チェーン丹原店

とうしょく丹原店

中川公民館

湯谷口バス停

壬生川駅

周桑病院

フジ東予店

ダイキ周桑店

西条市丹原地域デマンド型乗合タクシー運行区域図

加藤整形外科

伊予銀行西条支店
愛媛信用金庫丹原支店

丹原郵便局

周桑農協本所

丹原総合支所

田野公民館

やまもと眼科クリニック

丹原文化会館

丹原地域の運行区域

・・・ 丹原地域

・・・ 指定する乗降場所

中川診療所

丹原体育館

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センタ－

東予総合福祉センター
東予総合支所

東予体育館

徳永歯科
丹原農村環境改善センター
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２ 禎瑞線等のバス路線廃止に伴う代替交通手段の導入について 

 

令和３年８月１１日付で瀬戸内運輸株式会社より経営改善に向け、禎瑞線（令和

４年９月３０日予定）及び今治小松線（令和５年９月３０日予定）の路線廃止につ

いての申出があった。 

今後は、路線廃止に伴い発生する公共交通空白地及び既存の公共交通空白地の解

消に向け、代替交通手段としてデマンド型乗合タクシーの導入に向けて、地域や交

通事業者と検討を進めていく。 

   

 

①  路線図 
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②  年間輸送人員等実績 

 

 

 

 

③  公共交通空白地域 
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④  デマンド導入地域等イメージ 

 

 

・西条地域（加茂・大保木・市之川地区除く。平野部）への導入を検討。 

 ・運行回数等は、丹原地域よりそいタクシーと同程度で検討。 

 

 

⑤  今後のスケジュール（予定） ※西条地域 

 

  ～１月  地域及び交通事業者との運行内容を協議し、素案の作成 

１月末  西条市地域公共交通活性化協議会で運行内容の協議 

４～５月    デマンド型乗合タクシー実証運行に要する市からの要請に向けた協議    

 ７月～  交通事業者 乗合旅客運送許可申請 

 ９月～  デマンド型乗合タクシー実証運行開始 

 

※代替交通の導入時期については、西条地域（禎瑞線）は令和４年９月の予定で検

討を行っていく。東予地域（今治小松線）は並行して検討を進めていく。 
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１４ 

 

 

道路運送法（抜粋） 

 

 

（乗合旅客の運送） 

第二十一条 一般貸切旅客自動車運送事業者及び一般乗用旅客自動車運送事業者は、

次に掲げる場合に限り、乗合旅客の運送をすることができる。 

一 災害の場合その他緊急を要するとき。 

二 一般乗合旅客自動車運送事業者によることが困難な場合において、一時的な需要の

ために国土交通大臣の許可を受けて地域及び期間を限定して行うとき。 

 

 

（一般旅客自動車運送事業の許可） 

第四条 一般旅客自動車運送事業を経営しようとする者は、国土交通大臣の許可を受

けなければならない。 

２ 一般旅客自動車運送事業の許可は、一般旅客自動車運送事業の種別（前条第一号イ

からハまでに掲げる一般旅客自動車運送事業の別をいう。以下同じ。）について行

う。 

 

（種類） 

第三条 旅客自動車運送事業の種類は、次に掲げるものとする。 

一 一般旅客自動車運送事業（特定旅客自動車運送事業以外の旅客自動車運送事業） 

イ 一般乗合旅客自動車運送事業（乗合旅客を運送する一般旅客自動車運送事業） 

ロ 一般貸切旅客自動車運送事業（一個の契約により国土交通省令で定める乗車定員以

上の自動車を貸し切つて旅客を運送する一般旅客自動車運送事業） 

ハ 一般乗用旅客自動車運送事業（一個の契約によりロの国土交通省令で定める乗車定

員未満の自動車を貸し切つて旅客を運送する一般旅客自動車運送事業） 

二 特定旅客自動車運送事業（特定の者の需要に応じ、一定の範囲の旅客を運送する旅

客自動車運送事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 




